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和歌山駅頭で２２１名が広報活動に汗!！ 
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4支部合同研修・
講演 

演題：少年鑑別所業務の

紹介 

講師：和歌山少年鑑別所長 

     仁ノ平 肇 
先生 

 

 

左：電車が延着。配付品を手に急ぎ足の 

高校生 
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上：今年も「きいちゃん」がお手伝い 

左：一人ひとりに声かけして 

「社明うちわ」を手渡す小西会長 
 
下：わかちか広場でのメッセージ伝達

式。 小林観察所長から大橋市長

に法務大臣メッセージが･･。 

 

 

 ７月１日午前７時２０分、ＪＲ和 

歌山駅頭のわかちかひろばに保護司

を始めとする市推進委員会のメンバ

ーが続々と終結、総勢２２１名に。 

７時３０分より周知用グッズを手

に４つのエリアに分かれ、第６４回

社会を明るくする運動の広報活動に

従事しました。当日、阪和線橋梁点

検によりダイヤが乱れ、乗降客は例

年よりも少なかったようだ・・。 

 

社明大使となって１１年。

社明運動の心が、しっかり

と伝わってくる枝曾丸師匠

のあいさつでした。 

周知活動終了後の午前８時よ

り、わかちか広場に於いて法務

大臣及び県知事メッセージ伝達

式が行われた。その際に寒川篤

市議会議長よりご来賓のあいさ

つを頂きました。 
 



 

平成 26年 5月３０日和歌山保

護観察所に於いて保護司委嘱辞令

伝達式及び新任保護司研修会が開

催されました。この日県下で 25

名、和歌山保護区で 11名（女性

3名・男性 8名）の意欲にあふれ

た保護司が誕生しました。 

所属支部では東が 8名、西・南

北支部が各 1名。７月 1日現在で

の保護司総数は２０５名。充足率

は 97.２％です。 

 

 

  

 
  

   

   

 
 


